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栃木県の人口〔4月1日現在〕 1,969,390人（前月比2,937人減）世帯数765,996世帯（前月比1,303世帯増） 先月号に掲載した世帯数は764,693世帯（前月比263世帯増）の誤りでした
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毎月第1日曜発行(次回は6/5発行）

とちぎ

元気な森づくり

とちぎの元気な森づくり県民税とは

県民税を活用した主な取り組み県民税を活用した主な取り組み

　森林は適切に整備されなければ、元気に育つことができません。しかし、
木材価格の低迷や山で働く人の減少などにより、森林の手入れが行き届
かなくなっています。そのため県では、平成20年度から「とちぎの元気な
森づくり県民税」を導入し、県民の皆さんと一緒に「元気な森づくり」や
「森を育む人づくり」のためのさまざまな取り組みを進めています。
●納める方　　個人：県内に住所・家屋などを有する人
　　　　　　　法人：県内に事務所、事業所などを有する法人
●納める方法　住民税（県民税均等割）と合わせて納税
●納める額　　個人：年額700円、法人：均等割額の7%
●県民税の使いみち

●とちぎの元気な森づくり奥山林整備事業
　荒廃しているスギ・ヒ
ノキ等の人工林の間伐や、
クマやシカなどの獣害か
ら樹木を守るための対策
を行うなど、元気な森づ
くりを進めています。

●明るく安全な里山林整備事業
　民家の周辺にある里山林を将来まで
守り残すため、地域の憩いの場などに

　平成20年度から27年度までの8年間で、約3,700ヘク
タールの里山林を整備しました（平成29年度までの整
備目標：4,380ヘクタール）。

明るく安全になった里山林

間伐により光が入り明るく
なった奥山林

獣害防止資材の巻き付け

　平成20年度から27年度までの8年間で、約24,600ヘク
タールの奥山林を整備しました（平成30年度までの整
備目標：30,900ヘクタール）。

森林浴を楽しむ小学生

とちとちぎの元気な元気な を
未来未来に引き継に引き継ごう！
とちぎの元気な を森
未来に引き継ごう！
県土の約55％を占める森林は、豊かな水や空気を育み、土砂崩れや水害、
さらには地球温暖化を防ぐなど、多くの役割を果たしており、私たちの毎
日の暮らしと深いつながりがあります。県民の皆さんに納めていただい
ている「とちぎの元気な森づくり県民税」は、大切な森林を元気にし、次
の世代に引き継いでいくため役立てられています。

●森を育む人づくり事業

●とちぎ森づくり情報センター事業

●とちぎの元気な森づくり県民会議事業

間伐材の活用

森づくり活動地域支援

木の香る環境づくり支援

特色ある緑豊かな地域推進事業

　奥山林整備事業で発生した間伐材を活
用して、学習用机・椅子を製作し、小中学
校への配布などを行っています。

　市や町が行う住民やボランティアを対
象とした森づくり活動や、子どもたちの
森林環境学習などを支援しています。

　公共施設等の木造・木質化や、木の良さ
を知ってもらうために地域で実施する活
動などを支援しています。

　森林の働きを高め、持続的に発揮できるよう、地域特性を生かし創意工
夫を凝らした市や町の提案事業に対して支援をしています。

　森づくりの体験講座や指導者育成等を行う「とちぎ“森の楽
がっ

校
こう

”」を開催
するほか、森林環境学習に取り組む団体への支援などを行っています。
　体験講座やイベントなどの案内は、「とちぎの森づくり」ホームページ
に掲載していますので、ご覧ください！

　県内の団体や有識者等により構成された「とち
ぎの元気な森づくり県民会議」において、県民の
皆さんが参加できる木工教室や森づくり活動体験
を開催するなど、県民協働の森づくりを推進して
います。

学習用机・椅子の配布

森林環境学習(中学生の間伐体験）

木工教室

とちぎの森づくり 検索

森を育む人づくり

　地元の旅館組合が中心となって立ち上げ
た湯西川温泉森林愛護会では、「とちぎの元
気な森づくり県民税」を活用して、里山林の
手入れや管理を行っています。また、間伐等
で使われた作業道を有効利用し、約5kmの
トレッキングコースなどを整備しました。
　この地域でも森で遊ぶ子どもたちの姿を
みることが少なくなったため、森林に触れ
る機会を身近にもってほしいという思いから、地元の小中学生に森林浴
を楽しんでもらう「もみじ給食」などを開催しています。子どもたちの故
郷を大切にする心が育っていると実感していますし、地域の年配の方々
にも活動に協力いただいているので、世代間の絆も深まっています。
　森林を守ることは、私たちの生活を守ることにつながっています。ぜひ
多くの方に森林に触れていただき、その大切さを知ってほしいです。

湯西川温泉森林愛護会（日光市）代表の山口栄作さんにお話を
伺いました

山口さん（中央）と会員の浅野さん
（右）、山島さん（左）

再生するほか、
通学路や住宅地
周辺にある暗い
里山林を明るく
安全な森林に整
備しています。

元気な森づくり

奥山林の整備 約5億5千万円 里山林の整備 約1億4千万円約1億6千万円

森を育む
人づくり

❶

事業費・約8億5千万円の内訳（平成28年度予算額）



県政テレビ番組 とちぎテレビ「知っトク！なるとちっ」 日 9：00～9：15・（再）火 19：30～19：45  「満喫！とちぎ日和」 月 19：30～19：45・（再）木 20：00～20：15

この4月に、軽度の知的障害のある生徒を対象とした、県内初の高等部
単独の特別支援学校が宇都宮市京町に開校しました。今回は、生徒の
職業的自立を促し、社会に貢献できる人材を育成することを目指す、
その教育内容や施設についてご紹介します。

　宇都宮青葉高等学園では、生徒が企業等への就労に向けた知識・技術等を
習得するための「職業科」を設置しています。職業科では、「流通・環境」と「食
品・福祉」の二つのコースを設け、専攻するコースの知識を段階的に深めら
れるようなカリキュラムを設定しているほか、企業等との連携により就業
体験の機会を十分に確保し、実践的な知識・技術等の確実な習得を図ります。

地域の方とのふれあいの場「きょうの森」
　西原通りに面した校門のすぐ隣に、生
徒と地域の方が交流する場として、コミ
ュニティショップ「きょうの森」を設置し
ています。ここでは、地域の方へのコーヒ
ーサービスや、実習で作ったパン・菓子の
販売を予定しており、現在、オープンに向
けて準備を進めています。

食品実習室

販売実習室

学校案内

アクセス

宇都宮市京町9番32号
☎ 028-639-2080 FAX028-639-2083

JR宇都宮駅から路線バスで約12分
東武南宇都宮駅から徒歩で約15分
JR鶴田駅から路線バスで約8分
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1 年 次
全ての分野の内容
を履修します

2 年 次
専攻するコースの内容を
中心に履修します

3 年 次
コースの専門的な知識･
技術等を身に付けます

流通（品出し、陳列、商品パック等）　
環境（ビル清掃、草花栽培等）

食品（パン・菓子製造等）
福祉（食事介助、ベッドメイキング等）

コース
決定

流通・環境
コース環 境流 通

福 祉食 品 食品・福祉
コース

県立特別支援学校
宇都宮青葉高等学園

不動産取引法律相談 
●5/19（木）午後1時30分～4時●県庁研
修館2階205研修室●弁護士などによる
不動産取引の法律相談定3件（先着）
料無料〆5/13（金）●電話で申し込みを
問県住宅課☎028-623-2488

5月は消費者月間です
●消費生活に関する知識を身に付けて、
賢い消費者を目指しましょう
◎記念イベント
●5/20（金）午後1時～4時●県総合文化
センターサブホール（宇都宮市）●消費
者問題講演会｢だまされる心の法則～
心理学からみる詐欺・悪質商法の予防
対策～｣ほか料無料●当日直接会場へ
問栃木県消費生活センター☎028-623-2135

動物愛護指導センターからのお知らせ 
◎猫譲渡事前講習会
●5/25（水）午後1時30分～3時料無料
〆5/24（火）
◎子犬の譲渡会
●6/14（火）午後1時30分～3時30分●犬
譲渡事前講習会の受講が必要（直近は
6/12（日）午後1時30分～3時）
※いずれも電話で申し込みを
問同センター（宇都宮市）☎028-684-5458

身体障害者巡回相談 
●6/8（水）午後2時～4時●トコトコ大田
原●肢体に障害がある方の補装具・医
学・生活相談定5名（先着）料無料〆5/27
（金）●各市町の障害福祉担当課へ電
話で申し込みを
問とちぎリハビリテーションセンター
☎028-623-7010

2017とちぎ求人企業合同説明会 
●6/9（木）午後1時～4時30分●マロニ
エプラザ（宇都宮市）●対象：県内企業へ
の就職を希望している平成29年3月大
学等卒業予定者、卒業後3年以内の未就
職卒業者、おおむね45歳未満の大学等
卒業者●履歴書不要・入退場自由●当
日直接会場へ
問県労働政策課☎028-623-3224

平成28年経済センサス ―活動調査にご協力を
●全産業分野における企業等の経済活
動の実態を明らかにする調査●調査票
に記入いただいた内容は、統計以外の
目的に使用することはありません●調
査票は調査員の訪問により配布、また
は本社あて郵送します
問県統計課☎028-623-2250

慰霊巡拝のお知らせ
●旧ソ連（ハバロフスク地方、イルクー
ツク州、樺太、沿海地方）、中国東北地
方、南方方面（東部ニューギニア、硫黄
島、ビスマーク・ソロモン諸島、マリア
ナ諸島、ミャンマー、フィリピン）
●対象：実施地域において戦死した方の
遺族（原則過去5年以内に政府主催の慰
霊巡拝に参加したことのない方）●申
込方法などは問い合わせを
問県高齢対策課☎028-623-3054

自動車税の納付期限は5月31日（火）
●今年度から、「Yahoo! 公金支払い」
によるクレジットカードでの納付や、
ATM・インターネットバンキング等を
利用して納付ができるようになりまし
た●期限内の納付をお願いします
問県税務課☎028-623-2108
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図書館協議会委員の募集
●県立図書館の運営について、館長の諮
問に応じ意見を述べる委員の募集●任
期：7/23～H30/7/22●対象：県内在住で
任期初日に20歳以上の方定1名（選考）
〆 5/20（金）●応募方法などは問い合わ
せを
問県立図書館☎028-622-5111

栃木県障害者スポーツ指導員養成
研修会（全5回） 
●7/2（土）、9（土）、9/25（日）、11/19（土）、
12/3（土）●とちぎ福祉プラザ（宇都宮
市）ほか●障害者スポーツ指導に必要
な理論や技術を学びます●対象：県内
に在住・通勤・通学する18歳以上の方
定35名（抽選）料5,000円（テキスト代込
み）●申込期間：5/10（火）～31（火）●申
込方法は問い合わせを
問栃木県障害者スポーツ協会
☎028-624-2761

知事と語ろう！とちぎ元気フォーラム
in芳賀 参加者募集 
●6/18（土）午後1時30分～●芳賀町役
場●県民の皆さんと知事との対話集会
●対象：県内に在住・通勤・通学する方
定100名（抽選）〆 6/3（金）●応募方法：
住所、氏名、年齢、性別、電話番号、職業
（学校名）、託児・要約筆記・手話通訳希
望の有無を電話・FAX（028-623-2160）・
はがき・Eメール（kocho@pref.tochigi.
lg.jp）で
問〒320-8501県広報課☎028-623-2158

栃木県障害者スポーツ大会参加選手募集
●9/25（日）午前8時30分～●県総合運
動公園（宇都宮市）ほか●対象：県内在
住で12歳以上の身体障害者・知的障害
者など定約2,000名●申込期間：5/18
（水）～6/8（水）●応募方法などはお住
まいの市町の障害福祉担当課または所
属する学校・施設等へ問い合わせを
問栃木県障害者スポーツ協会
☎028-624-2761

全国戦没者追悼式参列者募集
●8/15（月）●日本武道館（東京都）●対
象：戦没者の遺族（配偶者・子・兄弟姉妹
等）で団体行動ができる方※ただし過去
3年以内に参列経験のある方は参加で
きません定15名（選考）〆 6/8（水）●申込
方法などは問い合わせを
問県高齢対策課☎028-623-3054

県シルバー大学校第38期生募集
●対象：県内在住で地域活動に意欲の
のある60歳以上の方、50歳以上で市町
長の推薦のある方定①中央校（宇都宮
市）：320名②南校（栃木市）：120名③北
校（矢板市）：120名※いずれも申し込み
多数の場合は抽選料授業料18,500円（年
額）ほか●申込期間：6/1（水）～30（木）
●入学を希望する方は、学校ごとに開
催する説明会へ参加してください（申
込不要）●説明会の開催日などは各校
へ問い合わせを
問①☎028ｰ643ｰ3390②☎0282ｰ22ｰ5325
　③☎0287ｰ43ｰ9010

バナー広告募集
●県のホームページに掲載するバナー
広告の募集●掲載場所：トップページ
など約15,000ページ（スマホ版にも表
示されます）●掲載時期：6月～9月（月
単位）●広告料：5万円/月・枠〆随時募
集●申込方法などは問い合わせを
問県広報課☎028-623-2164

県職員・小中学校事務職員等採用試験
●1次試験：6/26（日）●採用予定区分：
大卒程度（行政、薬剤師、化学、農業、畜
産、林業、総合土木、建築、電気、機械、
心理、水産、警察行政、小中学校事務）、
保健師、職業訓練指導員、獣医師、精神
保健福祉士、犯罪鑑識技術者（化学、物
理）●申込期間：5/2（月）～25（水）●試
験・考査案内、申込書を県庁総合案内、
県民相談室、県東京事務所などで5/2
（月）から配布（県ホームページからも
ダウンロード可）●採用予定人員・受験
資格などは各案内で確認を
問県人事委員会事務局☎028-623-3313

募集・試験募集・試験

案　　　内案　　　内

料受験・参加料金 身障者用駐車場
定定員 身障者用トイレ
〆応募・申込締切 オストメイト対応トイレ
問問い合わせ・申し込み先 託児サービス

職業教育に重点を置いたカリキュラム

実践的な技術を磨く実習室
　校内には、各コースの内容に
対応した7つの実習室が備わっ
ています。
　実習室には企業の現場等と同
様の設備が整い、生徒が企業の
即戦力となれるような実践的な
作業実習が行えるようになって
います。 福祉実習室

園芸実習室

コミュニティショップ「きょうの森」

宇都宮青葉 検索
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県政ラジオ番組　栃木放送「県政インフォメーション」月～金 7:10～7:15、17:30～17:35　エフエム栃木「マロニエインフォメーション」月～金 17:28～17:33

●県では、熊本地震の被災者支援のため募金箱を設置しています●設置場所：県庁
本館1階県民ロビー、栃木県観光物産協会「おいでよ！とちぎ館」・「とちびより」（いず
れも宇都宮市）ほか●設置期間：6/20（月）まで●いただいた義援金は、日本赤十字
社などを通じて被災された方々へお届けします問県危機管理課☎028-623-2695

熊本地震により被災された方々への義援金にご協力ください

　

　また、併せて、県立博物館の調査によ
って新たに発見された、戊

ぼ

辰
しん

戦争の際に
朝廷から戸田氏に下

か

賜
し

されたと考えら
れる「菊

きっ

花
か

紋
もん

官
かん

軍
ぐん

旗
き

（白
しろ

生
すずし

絹御
ご

紋
もん

之
の

旗
はた

）」
も初公開します。

❸

薬草教室（薬草観察会） 
●5/15（日）午前10時～正午●みかも山
公園みかもハーブ園（佐野市）●薬草と
して利用される身近な植物の説明と観
察定約30名（抽選）料無料〆5/10（火）
●申込方法などは問い合わせを
問県薬務課☎028-623-3120

パルティの講座 
◎男女共同参画センター県民講座（全2回）
①5/28（土）：世界の男女共同参画、LGBT
②6/11（土）：貧困定①200名②100名
※どちらも先着料無料〆各講座前日
◎とちぎウーマン応援塾（連続講座）
●審議会等で必要な知識やスキルを身
に付けます●7/9（土）、16（土）、8/27（土）、
9/10（土）、25（日）、10/22（土）定30名程
度（選考）料無料〆5/20（金）
※いずれも●託児サービスは有料（事前
申込）●申込方法などは問い合わせを
問とちぎ男女共同参画センター（宇都宮市）
☎028-665-8323

第三種冷凍機械講習会
●6/22（水）～24（金）午前9時～午後5時
●とちぎ流通センター協同組合連合会
館（鹿沼市）●本講習を修了し、7月3日
（日）の検定試験に合格すると、第三種
冷凍機械責任者免状取得のための国家
試験を受験する際に、科目が一部免除
されます定50名（先着）料16,200円（イ
ンターネット申込者15,700円）※テキ
スト代別途必要●申込方法などは問い
合わせを
問高圧ガス保安協会栃木県冷凍教育検
査事務所☎028-658-7756

ぼうはんカレッジ2016(全2回) 
●6/11（土）：地域安全マップの作成、 8/
20（土）：専門家による防犯講話※各日
とも午前10時30分～午後5時（1日のみ
の受講も可）●県庁本館6階大会議室1
定各80名（先着）料無料〆 6/3（金）●電
話で申し込みを
問県くらし安全安心課☎028-623-2154

催し・講座催し・講座

◎県政に関するご提案などをこの用紙でお寄せください。
　また、インターネットでも受け付けています。

※ご提案等は黄色い部分からはみ出ないように記入して
　ください

ご住所

お名前

ご職業

男・女 歳

栃木県本庁舎栃木県本庁舎からのからのお知らお知らせせ
◎けんちょうde愛ふれあい直売所
●5/18（水）午前10時～午後1時30分
●本館1階県民ロビー●今月のテー
マは「黄金色の麦畑、麦秋｣｡県産小麦
を使ったパンやうどんのほか、旬の
農産物などが並びます
◎ マロニエ県庁コンサート
●5/26（木）午後0時10分～50分●本
館1階県民ロビー●出演：宮崎紗織さ
ん、瀧本千晶さん●内容：ピアノとク
ラリネットのデュオによるコンサート

プレゼントコーナー!
　｢とちぎ県民だより｣へのご感想を
お寄せくださった方の中から抽選で
5名の方に、「とちもりくんグッズ（ペ
ン立て、シャープペンシル、エコバッ
グ、クリアファイル）」を差し上げます。
　はがきに、郵便番号・住所・氏名・年
齢・感想を記入の上、次のあて先まで
お送りください｡ [締切：5/20（金）必
着]※5月下旬発送予定

〒320-8501 栃木県広報課
｢とちぎ県民だより｣係

　宇都宮の地は、中世を通じて宇都宮
氏が治めていましたが、慶長2年(1597
年)に同氏が豊臣秀吉の命により所領
を没収され改易となった後は、領主が
短期間で交代していました。その中で
も最も長期に渡り宇都宮を治め、最後
の藩主となったのが戸田氏です。
　宝永7年（1710年）に7万石で宇都宮に
入った戸田氏は3代続き、その後一時肥

ひ

前
ぜん

島原藩（現在の長崎県）に移
い

封
ほう

となり
ますが、安永3年（1774年）、戸田忠

ただ

寛
とお

の
ときに宇都宮の地に戻り、以後は明治
維新まで藩主の地位にありました。
　本企画展では、戸田氏の歴史をたど
り、江戸時代後期に花開いた宇都宮の
歴史と文化を概観します。また、藩主な
がら、南

なん

蘋
ぴん

派の画人としても著名で写実
的な彩色花鳥画で知られる戸田忠

ただ

翰
なか

の
作品を、約30点特別に展示します。

宇都宮藩主 戸田氏
―その歴史と文芸―

●刈払機で下刈りを行う森づくり体験
●5/21（土）午前9時～正午●県民の森（矢
板市）定20名（先着）料無料〆5/13（金）

とちぎ「森の楽校（がっこう）」
とちぎ環境・みどり推進機構

☎028-643-6801

●県民の森最高峰（標高1,248m、標高差
528m）のミツモチを登山
●5/26（木）午前9時～午後3時定35名（先
着）料無料〆5/13（金）

森の集い｢新緑のミツモチに登ろう｣
県民の森管理事務所（矢板市）

☎0287-43-0479

●藍染めや紅花染めなどの草木染め体験
●7/9（土）～10（日）1泊2日●対象：参加経
験のない成人の方定30名（先着）料9,000
円（県外在住者9,790円）〆 6/20（月）

やさしい草木染め
芳賀青年の家（益子町） 

☎0285-72-2273

●地引網や地元伝統民謡｢磯節｣等を体験
●7/9（土）～10（日）1泊2日定250名（抽選）
料大人6,000円、高校生以下は学年・年齢
によって異なります〆6/6（月）

海浜夏まつり
とちぎ海浜自然の家（茨城県鉾田市）

☎0291-37-4004

●避難所設営体験、野外調理など
●7/24（日）～27（水）3泊4日●対象：小学
4～6年生定25名（抽選）料12,000円●申込
期間：5/26（木）～6/8（水）

どきどきキャンプ
太平少年自然の家（栃木市） 

☎0282-24-8551

●本県オリジナル品種「きらきら星」をは
じめ、魅力的なあじさいを豪華に展示
●5/10（火）～6/5（日）※鑑賞大温室入館
料：大人400円、子ども200円

豪華あじさい展
とちぎ花センター（栃木市） 

☎0282-55-5775

県議会県議会からのからのお知らせお知らせ

会期：6/12（日）まで
●休月曜、5/6（金）
※6/11（土）、12（日）は入館無料
問同館（宇都宮市）☎028-634-1311

戸田忠道所用甲冑（個人蔵） 戸田忠翰白鸚鵡図
（個人蔵）

①第337回通常会議
5/27（金）：本会議（開議、議
案上程）
5/31（火）、6/2（木）、3（金）：
本会議（質疑・質問）
6/ 7（火）：常任委員会
6/ 8（水）：とちぎ創生推進
特別委員会
6/17（金）：本会議（採決、散会）
※いずれも午前10時開始予
定。なお、日程は変更となる
場合があります

②県議会傍聴
　本会議や委員会はどなた
でも傍聴できます。
※本会議は先着順に受け付
け。委員会は開会15分前ま
でに受け付けを行い、定員
を超えた場合は抽選
③テレビ中継等
　本会議（質疑・質問）の模
様は、とちぎテレビ、栃木放
送（ラジオ）、県議会ホーム
ページ（インターネット）で
生中継します。
問県議会事務局
①議事課☎028-623-3761
②総務課☎028-623-3753
③政策調査課☎028-623-3772
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　宇都宮工業高校跡地に、新しく県立特別支援学
校｢宇都宮青葉高等学園｣が開校しました。ところ
で、この近くにある、長きに渡り宇都宮を見守っ
てきた阿弥陀仏のお話を知っていますか。
　西原町の一向寺に安置され
ている銅造阿

あ
弥
み
陀
だ
如
にょ
来
らい
坐
ざ
像
ぞう
（国

指定重要文化財）。下河原にあ
った長楽寺の本尊として、 応永
12年（1405年）、 宇都宮城主・宇
都宮満

みち
綱
つな
により造られました。

長楽寺は江戸時代初期に城拡張のため、一向寺の
隣接地へ移されたあと、明治時代に廃寺。その際、
阿弥陀仏は一向寺の客

きゃく
仏
ぶつ
となりました。

　さて、この阿弥陀仏は、宇都宮で何か悪いこと
が起こりそうなとき、前兆として“身体全体に汗

をかく”といわれ、｢汗かき阿弥陀｣と呼ばれていま
す。汗をかいたと伝わるのは、慶長2年（1597年）宇都
宮氏滅亡のとき、享保8年（1723年）五

い
十
か
里
り
洪水や大

正12年（1923年）関東大震災の前日、昭和16年（1941
年）太平洋戦争のときなど。特に、慶応4年（1868
年）の戊

ぼ
辰
しん
戦争では、宇都宮が激戦地となり、一向

寺の周りも火に覆われました
が、寺に火の手がかかろうと
したとき、阿弥陀仏の化身が
本堂の屋根にまたがり、滝の
ような汗をかいて火を防い
だといわれています。
　汗をかいて危機を知らせてきた｢汗かき阿弥陀」
ですが、これからは､汗をかかない（大災が起こらな
い）でいてほしいと思います。

　県民の皆さまからのご意
見・ご提案をお聴きする「知
事にアクセス」を実施してお
ります。
　県政に関することでした
ら、どんなことでも結構です。
この用紙で皆さまの声をお寄
せください。
　お寄せいただいたご意見・
ご提案は、県政に反映させて
いきたいと考えております。
　皆さまからのお便りをお待
ちしております。

　　　　　栃木県知事
福田　富一

　平成27年度は502件のお手紙・メールをい
ただきました。そのご意見と対応したものの
一例をご紹介します。
　
子育て支援パスポート｢とちぎ笑顔つぎつぎ
カード｣について
　「とちぎ笑顔つぎつぎカード」は、県外では
あまり使えません。全国どこでも使えるカー
ドを作れないでしょうか。
　
　当初、近県のみで実施してきましたが、こ
の4月から、41道府県で使えるようになりま
した。また、今年10月と来年4月にも、参加自
治体が増える見込みです。
　
　いただいたご意見・ご提案に基づく業務の
改善や施策への反映等につきまして、その結
果をホームページに公表しておりますので、
ぜひご覧ください。

1893

※この用紙は「知事にアクセス」の専用封書です

◇問合せ　県広報課 ０２８-６２３-２１５８

宇都宮中央局「知事にアクセス」へのご意見等の紹介
料金受取人払郵便

栃木県知事

宇都宮市塙田
　　　1丁目1番20号

福 田 富 一 行

差出有効期間
平成29年3月
31日まで
切手をはら
ずにお出し
ください

知事にアクセス 検索

あなたの『声』をあなたの『声』を
聴かせてください聴かせてください

回第 102 知事コラム

汗かき阿弥陀
　平成30年春（4月～ 6月）にDCの栃木県開催が決定し

た。DCは、JRグループ6社（北海道·東日本·東海·西日本•
四国·九州）と地域（地方公共団体·住民·企業等）が共同で
取り組む国内最大規模の観光キャンペーンである。開催

地を集中的に広報宣伝することで、 全国から観光客が集ま

り、本県のさらなる活性化が期待できる。

　前回は、平成11年春（4月～6月）に「やすらぎの栃木路」

をテーマに実施した。今回は、19年ぶり2回目の本県開
催となる。

　平成32年の東京オリンピック·パラリンピック競技大
会、平成34年の栃木国体まで、茨城·群馬·福島など、各県
と可能な限り連携を図り、 切れ目のない観光誘客を展開し、

栃木県のブランド力向上につなげていきたい。

～デスティネーション 
　　キャンペーン（DC)
 の開催地決定！！～


